
【整理番号１】

（ ）

Ⅰ　基本事項

Ⅱ　必須項目

（採択要件：2,000百万円を超えるもの）

地区の特徴

利用漁船隻数

計画事業費= 5,219百万円

古平漁港は、余市積丹圏域内の流通拠点漁港であり、集出荷機能の強化等が
求められている。具体的には、他の漁港からの水産物の集約要望に対応するた
め、荷さばき所背後の用地への屋根施設整備や駐車場改良により他漁港からの
水産物の受け入れをを可能とするとともに、清浄海水取水施設や陸揚岸壁への
屋根施設整備により衛生管理体制の強化を図る。加えて、他の漁港からの漁船
の集約要望に対応するため、第１港区に船揚場及び漁船保管施設用地を整備す
るとともに、第３港区の小型漁船対応の船揚場を延長することにより、係留機
能の集約を図る。また、第１港区内の静穏度改善を図るため、東防波堤の嵩上
げ改良を実施する。

刺網、定置網、かご 主な魚種

２．事業採択要件

75

令和7年度～令和16年度

隻

ホッケ､ブリ類、マダラ

漁業経営体数 人

２．事業概要

事業目的

東防波堤(改良)L=140.0m、船揚場(改良)L=48.0m、船揚場L=69.5m、
用地(改良)A=2,800㎡　ほか

52 経営体 利用漁業者数

事前評価書

北海道 関係市町村 古平町
フルビラチョウ

漁港名（種別） 古平漁港（第３種）

トン

漁場名 －

都道府県名

事業名

地区名 国（北海道開発局）古平
フルビラ

事業主体

直轄特定漁港漁場整備事業 直轄漁港整備事業

１．地区概要

百万円

登録漁船隻数

陸揚量 4,008

主な漁業種類

79 隻

陸揚金額 1,445

古平漁港は、余市積丹圏域内の流通拠点漁港であり、ホッケ・スケトウダラ・カレイ刺網、エビ籠等の沿
岸漁業の流通拠点として、北海道日本海側における有数の陸揚量・陸揚金額を誇る漁港である。地元漁協で
は近年、陸揚量が増加しているブリのブランド化にも積極的に取り組んでおり、水産物の競争力強化や漁業
者の所得向上に寄与している。
当地区では、新規着業者や前浜で船揚げしている漁業者は、小型漁船を用いた漁業をしており、古平漁港

の船揚場を利用したいと要望しているが、小型漁船に対応した船揚場延長が不足しているため、小型漁船の
受け入れが困難な状況となっている。また、中型漁船に関しても、他の漁港の漁船を古平漁港で上下架し保
管・補修を行いたいとの集約要望があるなか、古平漁港では船置き場が不足している。さらに、第１港区に
おいては東防波堤からの越波により静穏度が悪化しており、陸揚利用・船揚げ作業利用にも支障が生じてい
る。加えて、東しゃこたん漁協では、これまで古平漁港及び日司漁港の産地市場においてセリを行っている
が、日司漁港では出荷ロットが揃わないため、低単価での取引となっており、古平漁港の産地市場への集約
要望がある。しかし、古平漁港では１回の搬出量が増加していることもあり、荷さばき所がせまく入りきら
ず、野天での漁獲物仮置きやトラックへの積込を余儀なくされており、日司漁港からの集約が困難な状況と
なっている。
このため、施設集約による漁港利用の適正化・軽労化を目的として、東防波堤の嵩上げ改良、船揚場の整

備（中型漁船用）、船揚場の改良（小型漁船用）、漁船保管施設用地の整備を実施するとともに、拠点漁港
における生産・流通機能の強化を目的として、岸壁改良（屋根の整備）、岸壁改良（清浄海水導入施設の整
備）、駐車場の改良、用地の改良（屋根の整備）を実施する。

１．事業の必要性

事業費 5,219百万円 事業期間

古平漁港は、北海道日本海中部の積丹半島東側に位置する第３種漁港であ
る。周辺海域で操業する大型定置網、ホッケ等刺網、エビ篭などの各種沿岸漁
業の流通拠点及び道内外からの外来船利用に対する陸揚拠点として重要な役割
を担っている。また、ウニ等磯根資源の生産の拠点としての役割も当漁港に位
置付けられている。

672

主要工事計画
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【整理番号１】

※別紙「費用対効果分析集計表」のとおり

Ⅲ　優先配慮項目

Ⅳ　総合評価

多面的機能発揮に向けた配慮

環境への配慮

多面的機能の発揮

他計画との整合

他事業との調整・連携

循環型社会の構築 リサイクルの促進

生態系への配慮等

他事業との調整・連携

コスト縮減対策

漁業の成長力強化

就労改善等

－

－

－

Ａ

定期船の安定運航
生活

漁業の生産性向上

古平漁港は、産地市場を有し、周辺海域で操業する沿岸漁業の流通拠点漁港、磯根資源等生産の拠点として
重要な役割を担っている。当漁港では、漁船の上下架機能の集約や屋根付き船揚場の延伸による漁船集約需要
への対応により、漁港利用の適正化・軽労化を図ることが急務となっている。また、圏域内の産地市場におけ
る出荷の分散により価格形成能力が低下していることから、用地への屋根整備などを行うことで集出荷機能の
強化が必要不可欠となっている。
以上により、本事業の必要性、有効性が高く、費用便益比は1.0を超え、投資効果が十分見込まれること等効

率的であることから、事業の実施が妥当であると判断される。

　現在の漁港の利用状況等を踏まえ、将来的な施設利用の見込みに関する基本的な調査は実施済み。

　事業実施による周辺環境の影響については、調査済み。

事
業
の
実
施
環
境

等

生
産
力
の
向
上
と
力
強
い
産
地
づ
く
り

評価指標

（２）関係都道府県、関係市町村、関係部局（隣接海岸、道路、河川、港湾、環境等）との事前調整

漁港機能の強化

分類項目

中項目

費用便益比　B/C：

消費者への安定提供

－

－

－
生産

小項目

生産量の増産（持続・増産・下降抑制）

　漁港管理者（北海道）及び古平町とは事前調整済み。

Ａ

品質確保

水産資源の保護・
回復

（３）自然環境、生活環境等の周辺環境及びそれに与える影響の把握

資源管理諸施策との連携

－

Ｂ

生産量等の拡大・安定化や効率化等

Ｂ

Ａ

Ａ

－

計画時におけるコスト縮減対策の検討

地域の水産関連計画等との整合性及び地元調整

効率性

大項目

－

－

陸揚げ
荷捌き
集出荷
流　通
加　工

（１）地元漁業者、地元住民等との調整

水産資源の維持・保全

（１）利用面、防護面、施工面等から適切な位置を選定するための地理的条件、自然条件に関する基本的な調査

漁業活動の効率化

生産コストの縮減等（効率化・計画性 の向上）

災害時の緊急対応

環境保全効果の持続的な発揮

生活者の安全・安
心確保

安全・安心な水産
物提供

評価

Ａ

Ａ

５．事業の投資効果が十分見込まれること

　気象・海象等の自然条件、漁港の利用状況及び施工上の制約等の基本的な調査は実施済み。

有
　
　
効
　
　
性

漁家経営の安定
（水産物の安定供給）

労働環境の向上

地域経済の与える効果 関連産業集積、雇用者数増加、交流人口の増加等

（２）施設の利用の見込み等に関する基本的な調査

水域環境の保全・
創造

４．事業を実施するために必要な調整

水産物流通量等の拡大・安定化・効率化、販路や輸出拡大等

Ａ

３．事業を実施するために必要な基本的な調査

水産物流通に与える効果

　東しゃこたん漁業協同組合とは事前調整済み。

Ａ

Ａ

水質・底質の維持・改善

1.22
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【整理番号１】

１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額）　　　　　　Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比　　　　　　　　Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

4,879,332

⑮その他

⑭漁業取締コストの削減効果

1.22

生活環境の向上

地域産業の活性化

自然保全・文化の継承

⑦漁業外産業への効果

⑧生命・財産保全・防御効果

⑨避難・救助・災害対策効果

4,015,553

非常時・緊急時の対処

⑫地域文化保全・継承効果

⑬施設利用者の利便性向上効果

⑥生活環境の改善効果

⑩自然環境保全・修復効果

・付加価値の高い漁獲物による出荷・輸出への促進効果
・冬期漁労活動の環境改善による漁業者増加
・作業環境改善に伴い海業の取組みと連携した地域の商業・観光産業の発展効果

1,668,338

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

①水産物生産コストの削減効果

②漁獲機会の増大効果

③漁獲可能資源の維持・培養効果

漁業就労環境の向上 ⑤漁業就業者の労働環境改善効果

その他

⑪景観改善効果

費用対効果分析集計表

都道府県名

事業名

地区名 古平
フルビラ

北海道

直轄特定漁港漁場整備事業 50施設の耐用年数

23,362

評価項目

水産物の生産性向上

便益額（現在価値化)

④漁獲物付加価値化の効果 3,187,632
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【整理番号１】

大項目 小項目

水産資源の維持・保
全

該当なし。 －

資源管理諸施策と
の連携

ウニ・ナマコ・サケの種苗放流や藻場保全の取組など、地域における
資源管理体制が構築されているため、「A」と評価した。 Ａ

生産量の増産（持
続・増産・下降抑制）

該当なし。 －

生産コストの縮減等
（効率化・計画性 の
向上）

船揚場、用地屋根等の整備により、漁業活動が効率化され、作業時間
等の削減が図られることから、「Ａ」と評価した。 Ａ

水質・底質の維持・
改善

該当なし。 －

環境保全効果の持
続的な発揮

該当なし。 －

品質確保
用地への屋根整備等によって、異物混入防止や鮮度保持等の水産
物の品質の確保が図られることから、「A」と評価した。 Ａ

消費者への安定提
供

用地への屋根施設整備により、近隣漁港からの漁獲物集約が可能と
なり、消費者への流通安定化が期待できることから、「A」と評価した。 Ａ

漁業活動の
効率化

漁港機能の強化
用地への屋根施設整備により、近隣漁港からの漁獲物集約が可能と
なり、流通拠点としての漁港機能の強化が図られることから「Ａ」と評価
した。

Ａ

労働環境の
向上

就労改善等
屋根付き船揚場の整備により、高齢者や新規着業者の就労環境改善
にに配慮した施策となっており、生産効率が高まることが期待されるこ
とから「Ａ」と評価した。

Ａ

定期船の安定運航 該当なし。 －

災害時の緊急対応 該当なし。 －

漁業の生産
性向上

生産量等の拡大・安
定化や効率化等

外郭施設、船揚場の整備により、各作業における作業時間の短縮、生
産性が向上することから、「Ａ」と評価した。 Ａ

水産物流通
に与える効
果

水産物流通量等の
拡大・安定化や効率
化、水産物の販路や
輸出拡大等

該当なし。 －

地域経済に
与える効果

加工場等関連産業
の集積、雇用者数増
加、交流人口の増加
等

該当なし。 －

効
率
性

計画時におけるコス
ト縮減対策の検討

発生した土砂やコンクリートを工事内で流用することによるコストの縮
減効果が期待できることから、「A」と評価した。 Ａ

地域の水産関連計
画等との整合性及
び地元調整

本事業の実施により、漁業者、行政、関係機関により策定された漁港
を核とした地域振興計画である「古平地域マリンビジョン計画」の実現
に向けた取組の更なる推進が期待されることから「A」と評価した。

Ａ

他事業との調整・連
携

該当なし。 －

リサイクルの促進 該当なし。 －

生態系への配慮等
施設整備にあたり、生態系へ影響を与えないよう周辺環境に十分配慮
することから、「Ｂ」と評価した。 Ｂ

多面的機能の発揮

衛生管理対策の強化（用地への屋根整備・岸壁への屋根整備・取水
施設整備等）により、水産物のブランド化が一層推進され、地域の商
業・観光産業の発展が期待できるよう配慮されることから「Ｂ」と評価し
た。

Ｂ

陸揚げ
荷捌き
集出荷
流　通
加　工

安全・安心
な水産物提
供

多段階評価の評価根拠について

都道府県名：北海道 地区名：古平

分類項目

評価指標 評価根拠 評価

中項目

漁業の成長力強化

コスト縮減対策

有
　
　
効
　
　
性

生産力の
向上と力
強い産地
づくり

生活

事
業
の
実
施
環
境
等

他計画との整合

他事業との調整・連携

循環型社会の構築

環境への配慮

多面的機能発揮に向けた配慮

生活者の安
全・安心確
保

生産

水産資源の
保護・回復

漁家経営の
安定（水産
物の安定供
給）

水域環境の
保全・創造
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【整理番号１】

直轄特定漁港漁場整備事業の効用に関する説明資料

１．事業概要

(１) ：

(２) ：

(３) ：

(４) ：

２．総費用便益比の算定

(１)総費用総便益比の総括

(２)総費用の総括

ｍ

式

式

ｍ

ｍ

m²

m²

m²

L=

整備規模 事業費(千円)

140.0

1

476,954

総費用（消費税抜） 4,769,546

② 4,879,332 (千円)

「水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン」(令和6年6月改訂 水産庁)及び同「参考資料」(令和6年6月改訂 水産庁)等に
基づき算定。

647,000

駐車場(改良)

維持管理費等 27,500

総費用（消費税込） 5,246,500

東防波堤(改良) 1,870,000

-4.0m岸壁（改良）

L=

総費用総便益比 ②÷① 1.22

施設名

-3.5ｍ岸壁(改良)

L=

1

69.5

48.0

2,200

8,300

A=

2,000

用地 328,000

用地(改良) 828,000

船揚場（改良） 437,000

2,800

古平地区 

事 業 目 的 　古平漁港は、余市積丹圏域内の流通拠点漁港であり、集出荷機能の強化等が求められ
ている。具体的には、他の漁港からの水産物の集約要望に対応するため、荷さばき所背
後の用地への屋根施設整備や駐車場改良により他漁港からの水産物の受け入れをを可能
とするとともに、清浄海水取水施設や陸揚岸壁への屋根施設整備により衛生管理体制の
強化を図る。加えて、他の漁港からの漁船の集約要望に対応するため、第１港区に船揚
場及び漁船保管施設用地を整備するとともに、第３港区の小型漁船対応の船揚場を延長
することにより、係留機能の集約を図る。また、第１港区内の静穏度改善を図るため、
東防波堤の嵩上げ改良を実施する。

主 要 工 事 計 画 東防波堤（改良）140.0ｍ、-4.0m岸壁（改良）1式、船揚場69.5ｍ、船揚場（改良）
48.0ｍ、用地（改良）2,800㎡　ほか

事 業 費 5,219百万円 

工 期 令和7年度～令和16年度

区分 算定式 数値

総費用(現在価値化) ① 4,015,553 (千円)

総便益額(現在価値化)

474,000

船揚場

633,000

A=

A=

計

内、消費税額

5,219,000

現在価値化後の総費用 4,015,553

6



【整理番号１】

(３)年間標準便益

（４）費用及び便益の現在価値算定表

0 6

1 7

2 8

3 9

4 10

5 11

6 12

7 13

8 14

9 15

10 16

11 17

12 18

13 19

14 20

15 21

16 22

17 23

18 24

19 25

20 26

21 27

22 28

23 29

24 30

25 31

26 32

27 33

28 34

29 35

30 36

101,812

1,382 93,915

1.000

220

0

182,153

550 98,492

01,382

98,492

98,492

500

354,910

464,001

36,822

179,549

600

600

178,736

0

0

500

5005500.390

550

98,492

1,382 0

203

0.308

0.406

500

182,153

1,3821.000

550

500

550

550

0.321

1.000

98,492

事業費
(税抜)

211

1.000

1.000

182,153

0 0

0

0

0.889

0.855

390,401

0

避難・
救助・
災害対
策効果

0

0

0

1.000

0.962

割引率

0.822

777,273

0

0

018,933

評
価
期
間

費用(千円)

事業費
(維持管理
費含む)

0

26,917

278

1,382

0

0

550

0

15,563

0

0

0

0

0

0

0

0541,546

0

0

0

③

現在価値
(維持管理費

含む)

①×②×③

18,933

000

1,382
・外郭施設整備に伴う準備・休けい等の作業環境改善
・船揚場整備に伴う漁船上下架作業環境の改善

1.000

1.000 0

施設利
用者の
利便性
向上効

果

漁業就
業者の
労働改
善効果

生命・
財産保
全・防
御効果

④

現在価値
（千円）

①×④

計

漁獲物付
加価値化
の効果

182,153

・屋根付き岸壁整備に伴う衛生管理体制の強化による魚価の安定
・屋根付き岸壁整備に伴う消費地市場への出荷量増加による魚価向上
・低温な清浄海水導入施設整備に伴うブリの魚価向上効果
・低温な清浄海水導入施設整備に伴う活出荷による魚価向上
・船揚場改良に伴う魚価下落防止効果
・漁獲物集約に伴う魚価向上効果
・用地屋根整備による魚価下落防止効果

282,027

・外郭施設整備に伴う清掃作業時間の削減
・外郭施設整備に伴う準備等の作業時間の短縮
・外郭施設整備に伴う漁船耐用年数の延長
・船揚場改良に伴う漁船耐用年数の延長
・外郭施設整備に伴う漁船見回り作業時間の短縮
・外郭施設整備に伴う警戒等作業時間の短縮
・用地屋根整備に伴う産地市場集約による仲買業者・漁協職員の移動時間の削減
・用地屋根整備に伴う産地市場集約による仲買業者・漁協職員の車両経費の削減
・船揚場整備に伴う漁船上下架作業時間の短縮
・船揚場整備に伴う漁船補修作業時間の短縮
・船揚場改良に伴う除雪作業時間の削減

漁獲物付加価値化の効果

年間標準
便益額
(千円)

効果の要因

0

漁業就業者の労働環境改善効果

水産物生産コストの削減効果 98,492

便益（千円）

0

01.0000.925

0

0

① ②

0

0

0

0

0

0

0378,678

0

0 0

0

0

年
度

1.000 0

　　　　　　　　　区分
効果項目

水産物生
産コスト
の削減効

果

デフレータ

0

0

393,636

585,455

0

98,492

98,492

1.000

1.000

0

182,153

計

0

433,000

644,000

0

1,382

171,153

182,153

171,153

98,492 1,382

98,492

0

0

0

0

0

0

500

500

182,153

161

0

0.361

0.333

0.375

98,492

550

167

1,382

0

0 0

0

1.000

1.000

550

550

550

182,153

200,504

550

550

0.790

325

54,495

313

280,379

98,492

0.676

0.650

0.625

0.577

92,279

92,279

171,153

182,276

500

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

0.601

855,000 690,996

792,871

695,051

0.456

500

5001.000

0.439

1.000

98,492

0.555

0.534

0.513

0.494

0.475

1.000

98,492

98,492

1,020,067

930,117 845,561

927,334

510,401

500

1.000

1.000

289

0.703

123,219

257

500

1.000

188

0

92,279

500

500

98,492

550

182,153

0.760

126,223

1.000

1,382

550

0.731

0

0

182,153

0.422

352,641

0.347

500

550

550 181

5001.000

1.000

40,504

0

182,153

1,382

1,38298,492

174

0

1.000

1.000

1.000

282,027 97,863

282,0270

282,027550

282,027

154

193,579

0

0

282,027

264,814

171,948

54,495

197,504

182,153

1,382

1,382

0

0

0

247

1,382

0

1,382

0

98,492

1,382

98,492

182,153

550 500

182,153

226,248

226,248

0

0

0

282,027

550

282,027

282,027

282,027

282,027

0

0

0

0

0

182,153 0

0

0 0

0

171,153

171,153

182,153301

500

0

98,492

1,382

0

182,153

182,153

500

500

182,153

0

0

0

195

0

0

0

0

0

0

0

0

0

238

0

0

267

228

1,382

1,382

98,492

1,382

0

0

186,164

179,014

183,318

176,267

114,503

109,991

105,760

169,498

162,730

156,525

0

0

0

282,027

282,027

282,027

264,814

264,814

150,602

0

0

0

0

123,810

119,015

139,321

133,963

128,604

282,027

282,027

282,027

282,027

144,680

282,027

0

282,027

1,382

1,382

1,382

90,531

86,864

282,027

0

182,153

182,153

7



【整理番号１】

31 37

32 38

33 39

34 40

35 41

36 42

37 43

38 44

39 45

40 46

41 47

42 48

43 49

44 50

45 51

46 52

47 53

48 54

49 55

50 56

51 57

52 58

53 59

54 60

55 61

56 62

57 63

58 64

59 65

60 66

※評価期間は、便益対象施設が複数ある場合、各施設の整備毎に効果が発生するものとして算定

※端数処理のため各項目の和は必ずしも合計とはならない。

0.095

46

0.165

5500.171

98,492

1.000

0.146

11,000

98,492

98,492

5,246,500 4,015,553

500

550

550

1.000

1,382

5,968

1,473

1,416

0

6,191

446

4

4

0

0

98,492

0

0.120

44,560

1,382

1.000

1.000

計

0 282,027

98,492 182,153

117,263

15

04330.116

1.000

41,176

14,301

14,301

282,0271,382

0

65

0.107

0

1.000

500 83

0

1,382

1.000 550 500 79 98,492 182,153 1,382 0

63,456

117 98,492 182,153 1,382

0

0

500

282,027

1.000

73500

282,027

182,153 1,382

1.000 550

1.000 550

182,153

500

0 0

46,534

97

0

1.000

0 0

1,382 0

0.130

0.125

0

0

0.225

0.152 1.000

0.178

0.111

0.158

1.000

182,153 1,382 0

0

0.141

11,000

計

550

483

0.234 500

1.000 550

550 500

550

0.185

500 100

500 113 98,492

0

104

0

182,153 1,382 0

0

500

182,153550

1.000

0

149

1,382

0.200

0

1.000

1.000

0

1.000

182,153

1,382 0 0

0

0.208

0.193 98,492 182,153 1,382 0

0

0.244

550

0

1,382

550

0

1.000

1.000

98,492

1.000

182,153 1,382

109

0

550 500

0

93

550

500 122

182,153

0

1,382 0

550

1,382 0 0

0

42

439

182,153

550

149

182,153 1,382

550 500

0

43,997

3,301

0

500 182,153550 0

550 98,492

500

500 98,492

98,492

98,492

42

63

0

0

98,492 182,153

42

127

98,492

550

0

0550

0.296

0.285 143

1.000

0.274

65,994

0

0 83,4800

0

0

137 0 0

182,153

182,1531.000

1.000

550 98,492 0 282,0271,382

1,382

1,382

71

14 11,000

782

0

55,779

55,779

282,027

0

0

53

182,153

0

1,382

1,382

98,492

0

0

0

148

1,382

0

98,492

0

74,455

500 0

0

1,382

782

0

1.000

14,301

500

282,027

0

0

4,879,332

264,661

217,137

0

76

0.264

0.253

0.217

182,153

182,153

77,275

132

98,492

0

282,027 68,815

0 0

282,027 56,4050

282,027

282,027 61,200

1,359

0

0

11,0003,301

1.000

98,492

0

282,027

1.000

500

135

164,787

182,153

46 0

0.103

0.099 1.000

0

1.000 3,301

43,997

42,868

182,153

0

282,027

282,027

80,378282,027

282,027

35,253

31,759

25,188

58,662

282,027 50,201

71,353

38,074

36,664

282,027 52,175

0 0 282,027

54,431

39,766282,027

0

0

0

0 282,027

500 89 98,492

098,492 48,227

500

0.135

98,492

282,027

86

282,027

68

0

394

1.000

98,492500 0

11,000

0

46

135

8



【整理番号１】

３．効果額の算定方法 　

(１)水産物生産コストの削減効果

①

⑧

当該事業による整備延長(東防波堤) ⑨

他事業による整備延長(東防波堤) ⑩

刺網(5～10t)

5,741

刺網(3～5t)

(円/時間）

2,177

小計

(m)

漁業者労務単価

年間便益額

3

刺網・エビ籠(10～20t)

4

2,581

782

1,773

(千円/年)

2,560

0

③

（人/隻）

（時間/日）

2刺網(3～5t)

[整備後]

対象回数

対象漁船隻数

刺網・エビ籠(10～20t)

作業人数

刺網(3～5t)

②

刺網・エビ籠(10～20t)

令和４年　漁業経営調査報告書

⑧×⑨÷(⑨+⑩)

0

0

⑦刺網(5～10t)

⑥

刺網・エビ籠(10～20t)

　古平漁港では荒天時に東防波堤からの越波が生じて第１港区の港内静穏度が悪化しており、岸壁等へ砂や漂流物が打ち上げら
れ、荒天後には清掃等の作業を強いられている状況にある。東防波堤の嵩上げ改良整備により、第１港区の港内静穏度が向上し、
漂流物の打ち上げが軽減され、清掃等の作業が解消される。

55.1

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

（回／年）

（時間/日）

作業時間の短縮効果

(m) 140

（千円/年）

55.1

1

1

外郭施設整備に伴う清掃作業時間の削減

2,399

[整備前]

①

対象作業時間
刺網(3～5t)

④

刺網(5～10t)

刺網(3～5t)

刺網(5～10t)

刺網・エビ籠(10～20t)

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

波浪注意報発令回数(H25～R4)の平均値

⑤

刺網・エビ籠(10～20t)

5

⑦の合計

①×②×(③－④)×⑤×⑥／1,000

刺網(5～10t)

刺網(5～10t)

(隻）

刺網(3～5t)

55.1

区分

刺網(3～5t)

数量

刺網・エビ籠(10～20t)

刺網(5～10t)

196

4

備考

6

2,392

1

9



【整理番号１】

②

⑩

当該事業による整備延長(東防波堤) ⑪

他事業による整備延長(東防波堤) ⑫ 196

6

(m)

(m)

140

年間便益額 (千円/年) 1,589

240

⑧

1,773

刺網(5～10ｔ) 2,581

刺網(10～20ｔ) 2,177
(円/時間）

（千円/年）

エビ籠(10～20ｔ) 2,177

刺網(3～5ｔ)

令和４年　漁業経営調査報告書

刺網(10～20ｔ) 1,364

エビ籠(10～20ｔ) 216

刺網(10～20ｔ)

刺網(5～10ｔ)

刺網(10～20ｔ)

2

刺網(5～10ｔ)

58

刺網(3～5ｔ)

外郭施設整備に伴う準備等の作業時間の短縮

出漁日数

エビ籠(10～20ｔ)

2.10

エビ籠(10～20ｔ)

刺網(3～5ｔ)

⑥

1.75

(時間/日）

(時間/日）

(人/隻）

2.10

3.00

刺網(10～20ｔ) 58

エビ籠(10～20ｔ)

④

刺網(3～5ｔ)

⑦

⑤

エビ籠(10～20ｔ)

（日/年）

（％）

3

数量

　古平漁港では荒天時に東防波堤からの越波が生じて第１港区の港内静穏度が悪化しており、漁船が動揺するなかでの非効率な準
備・休けい等の作業を強いられている状況にある。東防波堤の嵩上げ改良整備により、第１港区の港内静穏度が向上し、準備・休
けい等の作業時間の短縮化が図られる。

区分

対象漁船隻数

備考

2

刺網(3～5ｔ)

②

58

①×④×(⑤－⑥)×⑦×⑧/1,000
刺網(5～10ｔ)

[整備後]

17

刺網(3～5ｔ)

対象作業時間

波浪注意報以上の発令時間より算出

②×③

刺網(10～20ｔ)

2.50

刺網(5～10ｔ) 24

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

エビ籠(10～20ｔ) 11

3.00

刺網(5～10ｔ)

エビ籠(10～20ｔ)

⑨

刺網(3～5ｔ)

刺網(5～10ｔ)

刺網(5～10ｔ)

刺網(10～20ｔ)

4

刺網(10～20ｔ)
漁期中の注意報以上発令割合 ③

対象日数

2

0.70

1.00

漁業者労務単価

刺網(3～5ｔ)

[整備前]

（日/年）

作業時間の短縮効果

小計 3,814

15

617

(隻） ①

刺網(5～10ｔ)

エビ籠(10～20ｔ)

240

240

刺網(3～5ｔ)

作業人数

刺網(10～20ｔ)

4

90

24

24

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

1,617

⑨の合計

⑩×⑪÷(⑪+⑫)

10



【整理番号１】

③

⑧

当該事業による整備延長(東防波堤) ⑨

他事業による整備延長(東防波堤) ⑩

④

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

耐用年数の延長効果

小計 37,674 ⑦の合計

刺網(3～5t)

⑦

4,032

造船造機統計調査（国土交通省）のFRP製漁船(20t未満)よ
り算定

①×③×（1/④－1/⑤）×⑥

刺網・エビ籠(10～20t)

水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン

刺網(3～5t)

⑥

5,030

刺網(5～10t) 7.00

刺網・エビ籠(10～20t) 7.00

(千円/t）

刺網(3～5t)

⑤

10.17

「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」（財務省）

7.00

4.5

5

4

数量

刺網(5～10t)

刺網・エビ籠(10～20t) 通年

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

[整備前]

刺網(3～5t)

R4港勢調査より、各階層の平均トン数を算出

外郭施設整備に伴う漁船耐用年数の延長

刺網(3～5t)

年間便益額

刺網(3～5t)

通年

船揚場改良に伴う漁船耐用年数の延長

21,278

採介藻(0～3t)

刺網(5～10t) 12,364

②

③

④

刺網(5～10t) 5,030

刺網・エビ籠(10～20t) 5,030

[整備後]

(年)

1.0

（ｔ／隻）

通年

2,912

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」（財務省）

水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン

造船造機統計調査（国土交通省）のFRP製漁船(20t未満)よ
り算定

⑧×⑨÷（⑨+⑩）

5,030

　古平漁港周辺の前浜を利用する漁業者は、これまで、静穏度が十分でない前浜での出漁・陸揚・漁船保管を行っていたため、擾
乱による船体の接触等により、漁船の損傷が生じている。屋根付き船揚場への改良による古平漁港への係留機能の集約により、船
体損傷等の被害が解消されることで、漁船の耐用年数が延長される。

(年)

採介藻(0～3t) （千円/年）

15,698

140

数量

10.17

平均トン数

対象漁船隻数 刺網(5～10t) ① 6

196

⑦の合計

(千円/t)

(m)

利用期間

刺網(3～5t)

　古平漁港では荒天時に東防波堤からの越波が生じて第１港区の港内静穏度が悪化しているため、係留漁船同士の衝突や岸壁への
接触による漁船の船体損傷が生じている。東防波堤の嵩上げ改良整備により、第１港区の港内静穏度が向上し、船体損傷等の被害
が解消されることで、漁船の耐用年数が延長される。

2,912

採介藻(0～3t) （ｔ／隻）

①×③×（1/④－1/⑤）×⑥

採介藻(0～3t) (年)

利用期間

漁船建造費

区分

(m)

対象漁船隻数 採介藻(0～3t)

刺網(5～10t) 9.2

刺網・エビ籠(10～20t) 19.0

耐用年数

[整備前]

[整備後]

漁船建造費

（千円/年）

区分

備考

刺網(5～10t) 10.17

刺網・エビ籠(10～20t) 10.17

備考

(千円/年)

7.00

平均トン数

採介藻(0～3t)

(年)

通年

刺網・エビ籠(10～20t)

(隻）

採介藻(0～3t)

(隻） 13

年間便益額

(千円/年)

耐用年数

耐用年数の延長効果

11



【整理番号１】

⑤

小計 ⑯

当該事業による整備延長(東防波堤) ⑰

他事業による整備延長(東防波堤) ⑱

刺網・エビ籠(10～20ｔ) 65

刺網(5～10ｔ)

101.9

刺網・エビ籠(10～20ｔ) 101.9

78

波浪注意報以上
1回当たり継続時間

作業時間

（回／年） ②

①

数量

1,773.0

刺網(5～10ｔ)

17.05

外郭施設整備に伴う漁船見回り作業時間の短縮

整備前

刺網(3～5ｔ)

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

37.9

17.05

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

37.9

37.9

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

ＧＤＰデフレータ
令和2年

55.1

6

①×②×③×(④/⑤－④/⑥)×⑦×⑧/1,000

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

刺網(5～10ｔ)

6.0

1

24.0

刺網(3～5ｔ)

刺網(3～5ｔ)

0.5

③

⑧

⑨

⑩

0.5

10,351 ⑨の合計+⑮の合計

4,042

1,851

令和４年　漁業経営調査報告書

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

6.0

(m) 140

(m) 196

⑦

刺網(5～10ｔ)

2

刺網(3～5ｔ)

対象作業台数

（千円/年）

2.80

漁業者労務単価

刺網(5～10ｔ)

刺網(5～10ｔ) 101.9

年間便益額

刺網(5～10ｔ)

106.9

2.80

4,262

17.05

刺網(5～10ｔ)

①×②×⑩×(④/⑤－④/⑥)×⑪×⑫×⑬/⑭/1,000

52

作業時間の短縮効果

(千円/年)

刺網(3～5ｔ)

内閣府経済社会総合研究所

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

費用便益分析マニュアル（国土交通省道路局）

内閣府経済社会総合研究所

刺網(3～5ｔ)

（千円/年）

⑭

4,313

4

備考区分

(円/km)

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

0.5

（時間）

⑬

106.9

刺網(3～5ｔ)

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

1

(円/時間）

55.1

6.0

整備後 24.0

刺網(5～10ｔ)

⑯×⑰÷（⑰+⑱）

見回り作業時間間
隔

対象回数

作業人数

2,581.0

⑥

刺網(3～5ｔ)

刺網(5～10ｔ)

　古平漁港では荒天時に東防波堤からの越波が生じて第１港区の港内静穏度が悪化しているため、荒天時には漁船の監視・見回り
等の作業を強いられている。東防波堤の嵩上げ改良整備により、第１港区の港内静穏度が向上し、漁業者の漁船の監視・見回り等
の回数が削減される。

⑤

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

刺網(5～10ｔ) 106.9

対象漁船隻数

⑮車両経費の削減効果

刺網(3～5ｔ)

走行距離 ⑪

走行経費 ⑫

ＧＤＰデフレータ
令和6年

（km／往復）

（台/隻）

2

2.80

55.1

刺網(3～5ｔ)

刺網(3～5ｔ)

1

刺網(5～10ｔ)

刺網(5～10ｔ)

(隻）

5刺網・エビ籠(10～20ｔ)

刺網(3～5ｔ)

（人/隻）

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

刺網(3～5ｔ)

刺網(5～10ｔ)

3

刺網(3～5ｔ)

2,177.0

24.0

刺網(5～10ｔ)

(時間/回）

（時間）

（時間）

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

④

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

刺網(3～5ｔ)

12



【整理番号１】

⑥

⑧

当該事業による整備延長(東防波堤) ⑨

他事業による整備延長(東防波堤) ⑩

⑦

（千円/年）

（時間）

刺網(5～10ｔ)

②

⑥

⑦

(千円/年)

160

刺網(3～5ｔ)

196

(m)

⑧×⑨÷（⑨+⑩）

⑦の合計

4.9

刺網・エビ籠(10～20ｔ) 4.9

4

（回／年）

刺網(3～5ｔ)

(隻）

刺網(5～10ｔ)

令和４年　漁業経営調査報告書

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

作業時間 ⑤

[整備後]

作業時間の短縮効果

刺網・エビ籠(10～20ｔ) 1.00

4.9

1.35

0

用地屋根整備に伴う産地市場集約による仲買業者・漁協職員の移動時間の削減

刺網(5～10ｔ) 2,581

刺網(3～5ｔ)

刺網(5～10ｔ)

159

(m)

⑥

対象回数

数量

5

作業時間の短縮効果

刺網(3～5ｔ)

漁業者労務単価

⑤
2,151

2,151

1,371

(千円/年)

備考

④

（人）

漁協職員(日司)
③

30
②

仲買人

（時間/日）

（人）
1

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

漁協職員(日司)

0.0

刺網(3～5ｔ)

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

刺網・エビ籠(10～20ｔ) 3

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

①

2,177

140

382

（時間）

①

1,773

[整備前]
3

対象作業時間整備前

20,559

（日/年）

仲買人

⑥の合計

小計

刺網(3～5ｔ)

仲買人

漁協職員(日司)

1.35
④

仲買人

年間便益額

（回／年）

[整備前]

[整備後] ③刺網(5～10ｔ)

区分

刺網・エビ籠(10～20ｔ)

1.00

152

区分

0.0

①×(②－③)×④×⑤×⑥×1/1000

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

1.00

70

漁協職員(日司)

2

236

年間便益額

漁協職員(日司)

6

　古平漁港では荒天時に東防波堤からの越波が生じて第１港区の港内静穏度が悪化しているため、荒天時に波の状況が悪化した場
合は、見回り作業に加えて、漁船の警戒係留作業を強いられている。東防波堤の嵩上げ改良整備により、第１港区の港内静穏度が
向上し、荒天時の漁船の警戒係留作業が解消される。

刺網(5～10ｔ)

数量

対象作業人数

①×（②－③)×④×⑤/1,000

令和４年　漁業経営調査報告書

対象漁船隻数 刺網(5～10ｔ)

236

2

0.0

仲買人

（千円/年）

　東しゃこたん漁協では、古平漁港および日司漁港の産地市場においてセリを行っているが、日司漁港では出荷ロットが揃わない
ため低単価での取引となってる。このため、古平漁港の産地市場への集約要望があるが、古平漁港では１回の搬出量が増加してお
り、荷さばき所がせまく、入りきらないことから、受け入れが困難となっている。用地への屋根整備により、日司漁港の産地市場
機能が古平漁港へ集約され、仲買人・漁協職員の移動時間が削減される。

（人/隻）対象作業人数

漁協職員(日司)

仲買人

21,930

対象日数

(円/時間）

備考

外郭施設整備に伴う警戒等作業時間の短縮

刺網(3～5ｔ)

一般利用者労務単価

13



【整理番号１】

⑧

⑨

⑨

対象施設堤整備事業費 ⑩

上架施設建設費(他事業) ⑪

4.00

[整備後] 2.00

作業時間の短縮効果

⑨×⑩÷（⑩+⑪）

作業時間

①

(3～5ｔ)

4.00

漁業者労務単価

3

5

2,581

(5～10ｔ) 17,551

(10～20ｔ) 5,660

（時間）

3.50

対象日数
仲買人

（日/年） ①
236

101.9
内閣府経済社会総合研究所

漁協職員(日司) 101.9

漁協職員(日司) 1.5

[整備後]
仲買人

（台） ③
0.0

漁協職員(日司) 1.0

236

走行距離
仲買人

（km／往復） ④
44.0

漁協職員(日司)

37.68
費用便益分析マニュアル（国土交通省道路局）

漁協職員(日司)

対象作業台数

[整備前]
仲買人

（台） ②
20.0

29,268

10

4

50

4

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

(5～10ｔ)

（千円/年）

(円/時間）

（時間）

年間便益額

（人/隻）

数量

(3～5ｔ)

⑦

(5～10ｔ)

備考

対象回数

(3～5ｔ)

②

③

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

(5～10ｔ)

備考

(3～5ｔ)

⑧

6,057

①×②×(③×⑤－④×⑥)×⑦/1,000

27,571

内閣府経済社会総合研究所

[整備後]

(10～20ｔ)

(10～20ｔ)

(3～5ｔ)

⑤

(10～20ｔ)

④

(10～20ｔ)

3

1.50

2.00

車両経費の削減効果
仲買人

（千円/年） ⑧

13

37.68

仲買人

(5～10ｔ)

(千円/年)

(3～5ｔ) 28

4

（回／年）

(隻）

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

漁協職員(日司) 106.9

ＧＤＰデフレータ
令和2年

2,177

小計

(5～10ｔ)

　古平漁港では利用漁船の大型化や船揚場の老朽化に伴い、漁船の上下架作業時に船揚場斜路部や用地境界などの段差等において
漁船が大きく動揺するため、人力で漁船を支える等重作業を強いられている。第１港区への船揚場整備により、非効率な作業が解
消され、必要な人員の削減及び作業時間の短縮が図られる。

区分

用地屋根整備に伴う産地市場集約による仲買業者・漁協職員の車両経費の削減

　東しゃこたん漁協では、古平漁港および日司漁港の産地市場においてセリを行っているが、日司漁港では出荷ロットが揃わない
ため低単価での取引となってる。このため、古平漁港の産地市場への集約要望があるが、古平漁港では１回の搬出量が増加してお
り、荷さばき所がせまく、入りきらないことから、受け入れが困難となっている。用地への屋根整備により、日司漁港の産地市場
機能が古平漁港へ集約され、仲買人・漁協職員の移動に係る経費が削減される。

区分

年間便益額

仲買人
(円/km)

44.0

⑤
漁協職員(日司)

令和４年　漁業経営調査報告書

①×(②－③)×④×⑤×(⑥/⑦)/1,000

8,414 ⑧の合計

走行経費
1回当たり継続時間

仲買人

対象作業人数

(千円) 975,000

(千円) 60,000

1,773

10

⑧の合計

8,209

漁協職員(日司) 205

⑥
106.9

⑦

[整備前]

[整備前]

15

(3～5ｔ)

（人/隻）

(千円/年)

ＧＤＰデフレータ
令和6年

数量

船揚場整備に伴う漁船上下架作業時間の短縮

対象漁船隻数

(10～20ｔ)

(3～5ｔ)

⑥

(10～20ｔ)

(5～10ｔ)

14



【整理番号１】

⑩

⑨

対象施設堤整備事業費 ⑩

上架施設建設費(他事業) ⑪

⑪

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

　船揚場背後の漁船修理保管施設用地は、漁船の大型化により狭隘となっており、大型の作業車両が使用できない状況にあるとと
もに、狭隘な場所で非効率な漁船の補修作業等を強いられている。第１港区に用地を整備することにより、非効率な漁船補修作業
が解消されて、作業に要する日数が短縮される。

整備前 （回/年） 24.4

整備後 （回/年） 1.0

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

気象庁アメダスデータより、過去５か年(R1～R5)における
降雪量10cm以上を観測した平均日数

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

（千円/年） 3,301 (①×③×⑤－②×④×⑥)×⑦/1,000

年間便益額 (千円/年) 3,301 ⑧の合計

対象回数

(円/時間） 2,151 毎月勤労統計調査（令和6年5月）一般利用者労務単価

作業時間の短縮効果

8.00

（回／年）

（日/回）

区分 数量 備考

整備前 （人） 21

整備後 （人） 5

整備前

整備後

（時間/回）

（時間/回）

3.0

0.5
作業時間

対象作業人数

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

(3～5ｔ)

船揚場改良に伴う除雪作業時間の削減

（千円/年） 10,213

(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

(3～5ｔ)

④

[整備前]

(10～20ｔ)

小計 10,841 ⑧の合計

(3～5ｔ)

(5～10ｔ) 6,194

2,264

⑦

対象作業人数

(3～5ｔ)

2

5

6

7

4

5

6

3

　古平町は特別豪雪地帯に指定されており、積雪量が多い日は斜路や漁船内に積もった雪を除雪した後の操業を余儀なくされてい
る。小型漁船を対象とした屋根付き船揚場への改良により、斜路や漁船に積もった雪の除雪に要する時間が削減される。

②

（時間/回） 8.00

対象漁船隻数

区分

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

対象回数

対象作業日数

50

13

2

3

(10～20ｔ)

(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

975,000

(3～5ｔ)

(千円)

令和４年　漁業経営調査報告書

1,773

2,581

2,177

2,383

漁業者労務単価 (円/時間）

2

(5～10ｔ)

5

8.00

①

(3～5ｔ)

(10～20ｔ)

（千円/年） ⑧

(10～20ｔ)

[整備後]

備考

(隻）

船揚場整備に伴う漁船補修作業時間の短縮

60,000

（日/回）

(5～10ｔ)

作業時間の短縮効果

28

⑥

(千円)

（人/隻） ⑤

数量

(5～10ｔ)

①×②×(③－④)×⑤×⑥×⑦/1,000

③

年間便益額 ⑨×⑩÷（⑩+⑪）

作業時間

15



【整理番号１】

(２)漁獲物付加価値化の効果
①

①

②

③

④

②

①

②

③

③

①

②

③

④

（％）

（千円/年）

48

エビ籠 ①×②

年間便益額 （千円/年） 12,070 ③の合計

低温な清浄海水導入施設整備に伴うブリの魚価向上効果
　東しゃこたん漁協では、陸揚げされるブリのうち、一定の基準を満たすブリを独自ブランド「鰤宝」として、主要消費地である
北陸地方にも出荷している。一方で、エラ等の洗浄においては、水温の高い泊地の海水を使用しているため、魚体の冷却が十分で
なく、鮮度低下のサインとされる「白目」が生じ、低単価での取引となっている。低温な清浄海水導入施設の整備により、十分な
魚体の冷却が可能となり、鮮度が向上して魚価向上が図られる。

区分 数量

12,070

産地市場(古平漁港内)に上場されたエビの金額(税抜)

備考

10,715 「鰤宝」の出荷量(R2～R4実績値の平均)

1,767

魚価の向上 18,933 ①×（③−②）/1,000

年間便益額 （千円/年） 18,933 ④の合計

整備前

3,534

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

(kg）

屋根付き岸壁整備に伴う消費地市場への出荷量増加による魚価向上

備考

年間生産額

ブランドブリ出荷量

（千円/年）

数量

魚価向上率
令和2年～令和4年における産地市場(古平漁港内)と上場先
のエビの単価差より算出

魚価の向上

エビ籠(10～20ｔ)

5,296

④の合計

単価下落の防止

魚価安定化率

（千円/年）

エビ籠(10～20ｔ)

（％）エビ籠(10～20ｔ)

1,311

区分

10

ブリ

　古平漁港のエビ籠漁業で漁獲されたエビの一部は豊洲市場へ空輸されており、消費地での高評価を受け、高単価で取引されてい
る。しかしながら、陸揚岸壁に屋根施設が整備されていないことによる、衛生管理のためのソフト対策等の対応のため、豊洲市場
へ上場できず、一部は古平漁港内市場に上場している。屋根付き岸壁の整備により、衛生管理体制が強化され、主要消費地への空
輸が可能となり、魚価の向上が見込まれる。

区分

25,145

維持管理費 （千円/年）

年間便益額

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

豊洲市場に上場されたエビの金額(税抜)

直轄特定漁港漁場整備事業計画基礎資料作成その他業務報
告書（北海道開発局）

（千円/年）

（千円/年）

数量

エビ籠

屋根付き岸壁整備に伴う衛生管理体制の強化による魚価の安定

備考

(千円）

5,296

(円/kg)

整備前

66,070

　古平漁港のエビ籠漁業で漁獲されたエビの一部は豊洲市場へ空輸されており、消費地での高評価を受け、高単価で取引されてい
る。しかしながら、野天での陸揚げを余儀なくされており、直射日光による鮮度低下や積込時の異物混入による品質低下の課題が
ある。屋根付き岸壁の整備により、鳥糞や塵埃等の異物混入の防止や直射日光の影響を受けずに鮮度を保持したまま出荷すること
が可能となり、魚価下落の防止が図られる。

①×②－③

年間生産額

エビ籠

エビ籠(10～20ｔ)

整備後 (円/kg)

単価
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【整理番号１】

④

①

②

③

④

⑤

⑥

⑤集約に伴い増加する輸送経費

単価

[整備後]

魚価の向上

①

533

54

221

陸揚量

115

150

181

138

311

カレイ類

カレイ類

35,581

（千円／t）

ホッケ

1,242

港湾投資の評価に関する解説書2011(2024.3更新)

年間便益額 （千円/年） 58,045 ④の合計-⑤

マダラ

（千円/年） 4,150

年間便益額

[整備前]

（千円／t）

②

③

④（千円/年）

H30～R4港勢調査より平均値（日司市場）

H30～R4港勢調査より平均値（日司市場）

H30～R4港勢調査より平均値（古平市場）

①×（③－②）

カレイ類

年間便益額 （千円/年） 11,000 ③の合計

5,428

29,728

34,683

10

10

2,973タコ(丸山地区)

採介藻(丸山地区)

年間生産額

魚価安定化率

採介藻(群来地区)

タコ(丸山地区)

タコ(群来地区)

タコ(丸山地区)

(t／年）

ホッケ 131

ホッケ

数量

（％）

（千円/年）

①

②

③

H30～R4港勢調査より平均値

直轄特定漁港漁場整備事業計画基礎資料作成その他業務報
告書（北海道開発局）

①×②

10

ホッケ 26,650

漁獲物集約に伴う魚価向上効果
　東しゃこたん漁協では、古平漁港および日司漁港の産地市場においてセリを行っているが、日司漁港では出荷ロットが揃わない
ため低単価での取引となってる。このため、古平漁港の産地市場への集約要望があるが、古平漁港では１回の搬出量が増加してお
り、荷さばき所がせまく、入りきらないことから、受け入れが困難となっている。用地への屋根整備により、セリを古平漁港で実
施可能となることで、古平漁港と同等の単価での取引が可能となり魚価の向上が図られる。

区分 備考

カレイ類

（千円/年） 28,591

タコ 28,591

船揚場改良に伴う魚価下落防止効果
　古平漁港周辺の前浜斜路(丸山地区・群来地区)では、野天にてタコ等の陸揚げが行われているため、日射による鮮度低下や鳥害
等による品質低下が懸念されている。屋根付き船揚場への改良により、係留機能を古平漁港へ集約することで、屋根下にて陸揚げ
などを行うことが可能となり、鮮度低下・異物混入が解消し、魚価の下落防止が図られる。

区分 数量 備考

21,043

24,550

採介藻(丸山地区) 2,104

（千円/年）

④の合計

採介藻(丸山地区)

魚価の向上 ①×②－③

タコ(群来地区)

2,455

10

タコ(群来地区)

(千円）

単価下落の防止

区分

3,468

採介藻(群来地区)

102,315

低温な清浄海水導入施設整備に伴う活出荷による魚価向上

(千円）

海水冷却に係る電気料金

　古平漁港で陸揚げされたタコの一部は、泊地海水を張ったタンクにて保管し、活出荷されている。しかし、高温な泊地の海水を
使用しているため斃死のリスクが高いほか、タンクの保管場所が不足している等の理由から極めて小規模な出荷となっている。低
温な清浄海水導入施設の整備により、大規模なタコの活出荷が可能となることで、魚価向上が図られる。

対象陸揚金額 H30～R4港勢調査より平均値

魚価向上率 活出荷と活出荷以外の単価差により算出

備考数量

タコ

タコ

（千円/年）

マダラ

維持管理費 タコ

マダラ

32（%）

マダラ

採介藻(群来地区)
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【整理番号１】

⑦

(３)漁業就業者の労働環境改善効果
①

⑨

当該事業による整備延長(東防波堤) ⑩

他事業による整備延長(東防波堤) ⑪

年間生産額 (千円） ①

198,181

用地屋根整備による魚価下落防止効果
　水産物の１回の搬出量が増加しているなかで、荷さばき所背後の用地において野天での漁獲物の仮置きやトラックへの積込を余
儀なくされており、異物混入や鮮度低下による品質低下が懸念されている。用地屋根整備により、屋根下での漁獲物積込が可能と
なることで、異物混入や日射等による鮮度低下が改善されて、魚価単価の下落防止が図られる

④の合計

備考

151,902

区分 数量

直轄特定漁港漁場整備事業計画基礎資料作成その他業務報
告書（北海道開発局）

刺網 10

サケ定置
②

10

年間便益額 （千円/年） 48,218

4,963

小型定置

大定置

10

小型定置

サケ定置
H30～R4港勢調査より平均値

559,011

233

[整備前]

140

1.000

刺網(5～10ｔ)

刺網(10～20ｔ)

(m)

刺網(5～10ｔ)

刺網(5～10ｔ)

対象日数

3

2

漁船階層

196

⑨×⑩÷(⑩+⑪)

（％）

外郭施設整備に伴う準備・休けい等の作業環境改善

令和４年　漁業経営調査報告書
2,177

⑦

2,177

刺網(10～20ｔ)

エビ籠(10～20ｔ)

③

作業人数

大定置

（％）

刺網

付加価値化効果

大定置

1.162

58

6

2,581

刺網(3～5ｔ)

刺網(10～20ｔ)

エビ籠(10～20ｔ)

0.70

小計

⑥

刺網(5～10ｔ)

15

刺網(10～20ｔ)

1.162

1.162

刺網(3～5ｔ)

備考区分

(m)

①

単価下落の防止

(隻）

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

刺網(10～20ｔ)

2.10

2

2

④
4

刺網(3～5ｔ)

1.000

1,773

[整備後]

刺網(3～5ｔ)

(円/時間）

（千円/年）

小型定置

刺網(3～5ｔ)

58

エビ籠(10～20ｔ)

刺網(3～5ｔ)

刺網(3～5ｔ)

刺網(10～20ｔ)

数量

30,242

（Cランク）

4

⑧の合計

刺網(5～10ｔ)

エビ籠(10～20ｔ)

大定置

刺網

257

作業環境の改善

刺網(10～20ｔ)

作業ランク

漁業者労務単価

刺網(3～5ｔ)

②

58

エビ籠(10～20ｔ)

　東防波堤からの越波に伴い、第１港区の港内静穏度が悪化し、漁船が動揺する状況での休けい・準備等の作業を強いられてお
り、肉体的負担が大きい状況にある。東防波堤の嵩上げ改良により、港内静穏度が改善されることで、休けい・準備等において漁
船が動揺する状況での作業が解消され、作業環境の改善が図られる。

①×②×③

③

49.7

荷さばき所等の他事業との按分率
54.1

51.8

51.8

刺網(5～10ｔ)

1.000

515

81

1,440

サケ定置

年間便益額

10

小型定置

按分率

1.75

1.000

⑤

2.10

9,850

7,869

刺網(5～10ｔ)

公共工事設計労務単価(令和6年度)

600

⑧

エビ籠(10～20ｔ)

①×②×③×④×(⑤－⑥)×⑦/1,000

刺網(5～10ｔ)

1.162

11

（Bランク）

(人/隻）

（時間/日）

刺網(10～20ｔ)

611

エビ籠(10～20ｔ)

エビ籠(10～20ｔ)

対象作業時間

（千円/年） ④
サケ定置

（日／年）

刺網

（千円/年）
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【整理番号１】

②

⑨

対象施設堤整備事業費 ⑩

上架施設建設費(他事業) ⑪

（千円）

（千円）

975,000

60,000

年間便益額 (千円/年) 782 ⑨×⑩÷（⑩+⑪）

⑧の合計

①×②×③×④×（⑤－⑥）×⑦/1,000
作業環境の改善

(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

作業人数

(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

(人/隻） ④

3

3

5

145

502

183

830小計

（千円/年） ⑧

1.000

1.000

1.000

(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

（時間/日）

漁業者労務単価

(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

(円/時間） ⑦

1,773

2,581

2,177

調査日：令和5年9月21日
調査対象者：東しゃこたん漁業協同組合職員
調査実施者：小樽港湾事務所職員
調査実施方法：ヒアリング調査

公共工事設計労務単価(令和6年度)

令和４年　漁業経営調査報告書

[整備前]

(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

（Bランク） ⑤

1.162

1.162

1.162

[整備後]

作業ランク
(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

（Cランク） ⑥

対象回数

(3～5ｔ)

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

（回／年） ②

4

4

4

対象作業時間 ③

1.50

2.00

2.00

数量 備考

対象漁船隻数

(3～5ｔ)

船揚場整備に伴う漁船上下架作業環境の改善
　利用漁船の大型化や船揚場の老朽化に伴い、上下架作業時に船揚場斜路部や用地境界などの段差において漁船が大きく動揺する
ため、架台からズレない様に調整作業を何度も行う必要があり、身体的負担が大きく、危険な作業を強いられている。船揚場の整
備により、漁船の動揺が低減し、危険な状況での作業が解消され、漁業者の作業環境の改善が図られる。

区分

(5～10ｔ)

(10～20ｔ)

(隻） ①

28

50

13

19



便
益
項
目
5
-
1

ポ
イ
ン
ト
整
備
前
整
備
後

評
価
の
根
拠
（
整
備
前
）

根
拠
(評
価
の
目
安
)

a.
作
業
中
の
事
故
や
病
気
等
が
頻
発
し
て
い
る

3
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
事
故
や
病
気

が
発
生

b.
過
去
に
作
業
中
の
事
故
や
病
気
等
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
る

2
直
近
5
年
程
度
で
の
発
生
が
あ
る

c
.過
去
に
発
生
実
績
は
無
い
が
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

1
○

港
内
の
擾
乱
に
伴
う
船
体
動
揺
に
よ
り
、
準

備
・
休
憩
作
業
時
の
転
倒
等
が
懸
念
さ
れ

る

d.
事
故
等
が
発
生
す
る
危
険
性
は
低
い

0
○

a.
生
命
に
か
か
わ
る
、
後
遺
症
が
残
る
等
の
重
大
な
事
故
等

3
海
中
へ
の
転
落
、
漁
港
施
設
内
で

の
交
通
事
故
等

b.
一
定
期
間
の
通
院
、
入
院
加
療
等
が
必
要
な
事
故
等

2
転
倒
、
資
材
の
下
敷
き
、
落
下
物
の

危
険
等

c
.通
院
不
要
で
数
日
で
完
治
す
る
よ
う
な
ご
く
軽
い
ケ
ガ

1
○

転
倒
に
伴
う
軽
い
打
撲
等

軽
い
打
撲
等

d.
事
故
等
が
発
生
す
る
危
険
性
は
低
い

0
○

0
～
6

2
0

a.
極
め
て
過
酷
な
作
業
環
境
で
あ
る

5
極
寒
、
猛
暑
、
風
雪
、
潮
位
差
が
大

き
い
等

b.
風
雨
等
の
影
響
が
比
較
的
大
き
い
作
業
環
境
で
あ
る

3
○

風
雨
、
船
体
動
揺
等

風
雨
、
波
浪
の
飛
沫
等

c
.風
雨
等
の
影
響
を
受
け
る
場
合
が
あ
る

1
○

船
体
動
揺
が
軽
減
さ
れ
る

d.
当
該
地
域
に
お
け
る
標
準
的
な
作
業
環
境
で
あ
る

0

a.
肉
体
的
負
担
が
極
め
て
大
き
い
作
業

5
人
力
で
の
漁
船
上
下
架
作
業
、
潮

位
差
の
大
き
い
陸
揚
げ
等

b.
肉
体
的
負
担
が
比
較
的
大
き
い
作
業

3
○

○
長
時
間
の
同
じ
姿
勢
で
の
作
業
等

c
.肉
体
的
負
担
が
あ
る
作
業

1

d.
通
常
の
作
業
と
同
等
程
度
の
肉
体
的
負
担

0

8
4

B
C

A
ラ
ン
ク
の
条
件
：
評
価
ポ
イ
ン
ト
計
1
6
～
1
3
ポ
イ
ン
ト
　
※
必
ず
「
事
故
の
発
生
頻
度
」
、
「
事
故
等
の
内
容
」
の
両
方
の
指
標
で
ポ
イ
ン
ト
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

B
ラ
ン
ク
の
条
件
：
評
価
ポ
イ
ン
ト
計
1
2
～
6
ポ
イ
ン
ト

C
ラ
ン
ク
の
条
件
：
評
価
ポ
イ
ン
ト
計
5
～
0
ポ
イ
ン
ト

作
業
環
境

重
労
働
性

評
価
ポ
イ
ン
ト
　
計

作
業
ラ
ン
ク

　
作
業
環
境
ラ
ン
ク
表

外
郭
施
設
整
備
に
伴
う
準
備
・
休
け
い
等
の
作
業
環
境
改
善

評
価
指
標

危
険
性

事
故
等
の
発
生
頻
度

事
故
等
の
内
容

危
険
性
小
計
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便
益
項
目
5
-
2

ポ
イ
ン
ト
整
備
前
整
備
後

評
価
の
根
拠
（
整
備
前
）

根
拠
(評
価
の
目
安
)

a.
作
業
中
の
事
故
や
病
気
等
が
頻
発
し
て
い
る

3
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
事
故
や
病
気

が
発
生

b.
過
去
に
作
業
中
の
事
故
や
病
気
等
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
る

2
直
近
5
年
程
度
で
の
発
生
が
あ
る

c
.過
去
に
発
生
実
績
は
無
い
が
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

1
○

漁
船
大
型
化
や
船
揚
場
老
朽
化
に
伴
い
、

上
下
架
作
業
時
に
段
差
に
お
い
て
漁
船
が

大
き
く
動
揺
す
る
た
め
、
船
体
の
動
揺
や
転

倒
に
よ
る
怪
我
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
。

d.
事
故
等
が
発
生
す
る
危
険
性
は
低
い

0
○

a.
生
命
に
か
か
わ
る
、
後
遺
症
が
残
る
等
の
重
大
な
事
故
等

3
海
中
へ
の
転
落
、
漁
港
施
設
内
で

の
交
通
事
故
等

b.
一
定
期
間
の
通
院
、
入
院
加
療
等
が
必
要
な
事
故
等

2
○

船
体
の
動
揺
や
転
倒
に
よ
り
、
打
撲
や
骨

折
等
の
怪
我
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
転
倒
、
資
材
の
下
敷
き
、
落
下
物
の

危
険
等

c
.通
院
不
要
で
数
日
で
完
治
す
る
よ
う
な
ご
く
軽
い
ケ
ガ

1
軽
い
打
撲
等

d.
事
故
等
が
発
生
す
る
危
険
性
は
低
い

0
○

0
～
6

3
0

a.
極
め
て
過
酷
な
作
業
環
境
で
あ
る

5
極
寒
、
猛
暑
、
風
雪
、
潮
位
差
が
大

き
い
等

b.
風
雨
等
の
影
響
が
比
較
的
大
き
い
作
業
環
境
で
あ
る

3
風
雨
、
波
浪
の
飛
沫
等

c
.風
雨
等
の
影
響
を
受
け
る
場
合
が
あ
る

1
○

○

d.
当
該
地
域
に
お
け
る
標
準
的
な
作
業
環
境
で
あ
る

0

a.
肉
体
的
負
担
が
極
め
て
大
き
い
作
業

5
人
力
で
の
漁
船
上
下
架
作
業
、
潮

位
差
の
大
き
い
陸
揚
げ
等

b.
肉
体
的
負
担
が
比
較
的
大
き
い
作
業

3
○

慎
重
な
移
動
作
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
長
時

間
の
同
じ
姿
勢
で
の
作
業
と
な
り
肉
体
的
負

担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

長
時
間
の
同
じ
姿
勢
で
の
作
業
等

c
.肉
体
的
負
担
が
あ
る
作
業

1
○

d.
通
常
の
作
業
と
同
等
程
度
の
肉
体
的
負
担

0

7
2

B
C

A
ラ
ン
ク
の
条
件
：
評
価
ポ
イ
ン
ト
計
1
6
～
1
3
ポ
イ
ン
ト
　
※
必
ず
「
事
故
の
発
生
頻
度
」
、
「
事
故
等
の
内
容
」
の
両
方
の
指
標
で
ポ
イ
ン
ト
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

B
ラ
ン
ク
の
条
件
：
評
価
ポ
イ
ン
ト
計
1
2
～
6
ポ
イ
ン
ト

C
ラ
ン
ク
の
条
件
：
評
価
ポ
イ
ン
ト
計
5
～
0
ポ
イ
ン
ト

作
業
環
境

重
労
働
性

評
価
ポ
イ
ン
ト
　
計

作
業
ラ
ン
ク

　
作
業
環
境
ラ
ン
ク
表

船
揚
場
整
備
に
伴
う
漁
船
上
下
架
作
業
環
境
の
改
善

評
価
指
標

危
険
性

事
故
等
の
発
生
頻
度

事
故
等
の
内
容

危
険
性
小
計
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